
令和６年８月　第133号

南小
国 議

会
広
報

――  長い間ありがとう  ――――  長い間ありがとう  ――
昭和５４年に竣工し、金婚式、成人式、発表会、 昭和５４年に竣工し、金婚式、成人式、発表会、 
き よ ら 塾、 健 診、 結 婚 式 な ど 様 々 な 場 面 で き よ ら 塾、 健 診、 結 婚 式 な ど 様 々 な 場 面 で 
使われてきた管理センターは、令和６年度に 使われてきた管理センターは、令和６年度に 
４５年の歴史に幕を閉じます。４５年の歴史に幕を閉じます。



未来づくり拠点M O G
シリーズ No.５

市原にある、未来づくり拠点MOG（モグ）。「南小国の未来をつくる、挑戦を育む場」
として 2019 年に誕生したこの場所は、町内外から人が集い、様々な事業を展開して
います。令和６年度は町から年間約 4316 万円（※）の事業委託をしています。しかし、
未だに町民からは「モグは誰が運営してる？」「何をしているところ？」との声もあ
ります。改めて全容を取材してきました。

※内訳…人材還流（しごとコンビニ）事業：2400 万円、起業型地域おこし協力隊支援業務：1320 万円、

起業塾企画運営：300 万円、移住定住体験プログラム実施：150 万円、ワーキングバケーション

企画運営：100 万円、しごとコンビニ活用：46 万円

モグの運営は、【株式会社 SMO南小国】です
株式会社 SMO 南小国は「里山の維持と継承」を目的に 2018 年に設立されました。
町が 99％の資本を持っており、【地域商社事業】【観光事業】【未来づくり事業】
の３つの事業柱があります。【未来づくり事業】の活動拠点が MOG（モグ）です。
MOG は、南小国（Minami O Guni）の頭文字です。

【地域商社事業】 【観光事業】 【未来づくり事業】

きよらカアサ
ふるさと納税事務など

町観光協会
ツアー開発など 人材に関する事業など
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未来づくり拠点M O G
シリーズ No.５

町には必要だけど役場では担いきれないことを未来づくり事業部が担って
いると感じました。「町の人事部」としての取り組みは、経済産業省のモデ
ル事業として取り上げられたほか、メディア取材や国内外から視察が来てい
ます。現在取り組んでいる事業の更なる充実のためにも、町民の認知度向上
が必要です。町民に対しても情報発信強化をお願いしました。

未来づくり事業部は、人材に関する事業をしています
人手不足に人口減少。南小国も様々な課題に直面しています。人の課題に対し、
様々な打ち手を用意することで、多様な人が活躍できる場を作っています。

【新規事業創出】

【しごとコンビニ】

【起業型地域おこし協力隊の採用と伴走支援】

【コワーキングスペース】 【ワーキングバケーション】

町内での新規事業・
起業の相談

現在活動中の起業型地域おこし協力隊は４名

慢性的な人手不足の解消として、令和５年に開始した事業です。
事業者（発注者）の仕事内容を細分化し、1日あたり 1.5 ～３時間ほどの短時間で
登録者（働き手）に仕事を発注する業務委託の仲介をしています。

協力隊員がミスマッチなく、最大限に活
躍できるよう、応募前段階では実際に町
に来て地域と人を知ってもらう「起業塾」
を開催。
採用された協力隊１人ひとりに支援チー
ムを作り、マネジメントや地域との橋渡
しをしています。

年間延べ２千人がテレ
ワークや会議等で利用

大学生向けの実践型
インターンシップ

農作業、清掃作
業、子ども見守り
など様々な仕事が
ある。
登録者は 105 名
（Ｒ６年４月現在）
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●
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

主
な
審
議

○
小
国
郷
観
光
会
議
補
助
金

▼
森
永
議
員　

補
助
金
増
額
の

理
由
は
。

答

台
湾
か
ら
の
観
光
客
を
対

象
と
し
た
ミ
ニ
ツ
ア
ー
の
造
成

と
検
証
を
行
い
、
商
品
化
し
て

台
湾
の
旅
行
業
者
へ
売
り
込
む

取
組
み
を
行
う
。

○
四
分
一
頭
首
工
修
繕

▼
下
城
議
員　

予
算
60
万
円
で

間
に
合
う
の
か
。
ま
た
10
月
20

日
頃
ま
で
水
を
必
要
と
す
る
田

も
あ
る
と
思
う
が
、
こ
れ
か
ら

先
を
ど
う
考
え
て
お
ら
れ
る
の

か
。

答

地
元
と
協
議
の
う
え
、
頭

首
工
（
水
路
）
の
方
針
が
決
ま

る
ま
で
風
船
部
分
の
空
気
漏
れ

の
修
繕
は
町
が
費
用
分
担
す
る

こ
と
と
し
た
。
な
お
今
後
に
つ

い
て
は
将
来
の
営
農
計
画
や
コ

ス
ト
な
ど
を
鑑
み
方
向
性
を
提

案
し
て
い
き
た
い
。

○
く
ま
も
と
土
地
利
用
型
農
業

競
争
力
強
化
支
援
事
業
補
助
金

▼
穴
井
則
之
議
員　

補
助
金
の

内
容
は
。

答

本
年
４
月
に
吉
原
地
区
に

お
い
て
籾
摺
り
組
合
が
設
立
さ

れ
た
。
乾
燥
機
導
入
の
補
助
を

行
う
。

○
集
落
支
援
員
報
償
金
・
集
落

支
援
員
交
付
金

▼
穴
井
秀
房
議
員　

増
額
に

な
っ
た
理
由
と
支
援
員
の
人
数

は
。

答

集
落
支
援
員
制
度
に
係
る

特
別
交
付
税
の
財
政
措
置
の
上

限
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と

で
報
酬
改
定
が
あ
り
増
額
し

た
。
人
数
は
農
政
係
に
１
名
、

林
政
係
に
１
名
の
合
計
２
名
。

○
く
ら
し
体
験
住
宅
駐
車
場
修

繕▼
井
野
議
員　

場
所
と
修
繕
内

容
は
。

答

場
所
は
杉
田
の
福
一
ラ
ー

メ
ン
店
の
裏
に
あ
る
旧
県
職
員

住
宅
を
改
修
し
た
住
宅
。
長
年

放
置
さ
れ
て
い
た
た
め
駐
車
場

が
ぬ
か
る
ん
で
お
り
、
不
具
合

が
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
砕

石
を
敷
き
整
地
を
行
う
。
ま
た

雨
水
枡
が
破
損
し
て
い
る
の
で

併
せ
て
修
繕
す
る
。

○
災
害
用
ト
イ
レ
等
購
入

▼
佐
藤
議
員　

何
を
ど
れ
だ
け

購
入
す
る
の
か
。

答

内
閣
府
が
示
す
「
避
難
所 

に
お
け
る
ト
イ
レ
の
確
保
・
管

理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ

き
、
携
帯
ト
イ
レ
の
袋
と
吸
収

パ
ッ
ド
を
１
３
０
０
０
セ
ッ

ト
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
20

個
、
組
立
て
式
簡
易
ト
イ
レ

３
０
０
個
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ

レ
用
の
テ
ン
ト
20
個
、
そ
の
他

防
臭
袋
や
便
座
シ
ー
ト
等
を
購

入
す
る
。

▼
後
藤
議
員　

被
災
者
用
の
テ

ン
ト
を
準
備
す
る
予
定
は
。
ま

た
テ
ン
ト
の
設
置
場
所
と
し
て

遊
休
農
地
や
Ｊ
Ａ
跡
地
を
利
用

で
き
な
い
か
。

答

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
確
保
に 

テ
ン
ト
は
適
し
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。
テ
ン
ト
や
段
ボ
ー

ル
ベ
ッ
ド
な
ど
は
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
。

一般会計 主な補正予算 （万円）
庁舎外壁等修繕 336
くらし体験住宅駐車場整備 150
物価高騰対応重点支援給付金 5050
オーバーツーリズムの未然防止・抑制による
観光推進事業業務委託 3792

小国郷観光会議補助金 222
町道改良工事他 1900
災害用トイレ等購入 453

　

令
和
６
年
６
月　

第
２
回
定
例
会　

　

６
月
定
例
会
が
６
月
11
日
か
ら
13
日
の
会
期
で
開
催
。
一
般
質

問
の
あ
と
、
条
例
の
一
部
改
正
、
補
正
予
算
な
ど
（
条
例
７
・
予

算
４
・
人
事
３
・
そ
の
他
４
）
が
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
通
り

全
会
一
致
で
承
認
・
可
決
さ
れ
た
。

令和６年度６月補正予算

1億6168万円を可決
６月補正額 補正後予算総額

一般会計 1億4868万円 56億6822万円
国保特別会計 17万円 5億8983万円
簡易水道事業会計
　収益的収入 2万円 1億6256万円
　収益的支出 △93万円 1億9174万円
　資本的収入 180万円 206万円
下水道事業会計
　収益的支出 834万円 2億2463万円
　資本的収入 360万円 1億1120万円

＊万円未満四捨五入
＊公営企業会計の適用に伴い、従来の水道事業特別会計は「簡易水道事業
会計」へ、公共下水道事業特別会計・農業集落排水事業特別会計・特定
地域生活排水処理事業特別会計は「下水道事業会計」へと移行しました。

組立て式簡易トイレ組立て式簡易トイレ
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○
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
未

然
防
止
・
抑
制
に
よ
る
観
光
推

進
事
業
業
務
委
託

▼
北
里
議
員　

事
業
の
詳
し
い

内
容
は
。

答

黒
川
温
泉
中
心
部
の
混
雑

状
況
を
可
視
化
し
、
周
遊
促
進

に
よ
り
観
光
客
の
平
準
化
を
図

る
事
業
。
具
体
的
に
は
ス
マ
ー

ト
ご
み
箱
の
設
置
、
レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
の
導
入
、
駐
車
場
の
混

雑
状
況
を
可
視
化
し
て
情
報
提

供
す
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
中

心
部
か
ら
の
分
散
を
目
的
と
し

た
ツ
ー
ル
の
作
成
、
露
天
風
呂

の
混
雑
状
況
を
可
視
化
し
て

情
報
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
の
導

入
、
マ
ナ
ー
啓
発
用
の
サ
イ

ネ
ー
ジ
の
設
置
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
。

※
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は

特
定
の
観
光
地
に
お
い
て
、
訪

問
客
の
著
し
い
増
加
等
が
地
域

住
民
の
生
活
や
自
然
環
境
、
景

観
等
に
関
し
て
受
忍
限
度
を
超

え
る
負
の
影
響
を
も
た
ら
し
た

り
、
観
光
客
の
満
足
度
を
著
し

く
低
下
さ
せ
る
よ
う
な
状
況
。

○
数
学
検
定
受
験
料
補
助
金

▼
井
野
議
員　

補
助
の
目
的
は
。

答

学
力
保
障
の
一
つ
と
し
て

数
学
算
数
検
定
を
受
け
る
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
に
実
力
と
自

信
を
つ
け
さ
せ
る
。

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

主
な
審
議

○
保
険
事
業
委
託

▼
下
城
議
員　

事
業
の
内
容
は
。

答

40
歳
以
下
の
重
症
化
の
予

防
を
目
的
と
し
た
特
定
保
健
指

導
用
の
ア
プ
リ
を
導
入
す
る
。

●
簡
易
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

主
な
審
議

○
新
規
水
源
さ
く
井
試
験
調
査

業
務

▼
穴
井
則
之
議
員　

調
査
の
進

捗
状
況
は
。

答

地
面
か
ら
25
ｍ
34
㎝
下
が
っ

た
と
こ
ろ
で
水
位
が
確
認
さ
れ

た
。
今
後
は
水
質
や
周
囲
へ
の

影
響
を
調
査
し
て
い
く
。

●
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

主
な
審
議

▼
穴
井
秀
房
議
員　

未
払
金
の

内
訳
は
。

答

以
前
の
よ
う
に
出
納
整
理

期
間
が
存
在
し
な
い
た
め
、
３

月
分
の
電
気
代
な
ど
は
未
払
金

と
し
て
計
上
し
て
い
る
。

●
契
約

◆
介
護
保
険
関
連
施
設
整
備
に

係
る
土
地
建
物
購
入

森
園
に
あ
る
旧
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
森
園
の
土
地
と
建
物
購
入
に

係
る
不
動
産
売
買
契
約
。

契
約
金
額　
　

２
７
５
１
万
円

契
約
相
手
方　

小
国
町
社
会
福

　
　
　
　
　
　

祉
協
議
会

主
な
審
議

▼
森
永
議
員　

い
つ
か
ら
ど
ん

な
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
の
か
。

答

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
施
設
と
し
て
令
和
７
年
度
後

半
か
ら
の
運
用
を
考
え
て
い
る
。

　

令
和
６
年
６
月
25
日

第
２
回
臨
時
会　

●
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

主
な
審
議

○
農
業
総
務
費
講
師
謝
礼

▼
穴
井
秀
房
議
員　

講
師
の
人

数
と
回
数
は
。

答

講
師
は
１
名
で
回
数
は
６

回
を
予
定
し
て
い
る
。

○
給
食
セ
ン
タ
ー

▼
佐
藤
議
員　

総
合
計
画
で
は

給
食
セ
ン
タ
ー
の
改
築
工
事
が

２
０
２
４
年
度
完
了
と
な
っ
て

い
る
。
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。
ま
た
調
理
員
不
足
、

材
料
の
価
格
高
騰
へ
の
対
応

は
。

答

給
食
セ
ン
タ
ー
の
移
転
先

が
決
ま
っ
て
い
な
い
た
め
保
留

と
な
っ
て
い
る
。
学
校
給
食
だ

け
で
な
く
有
事
の
際
の
炊
き
出

し
等
が
で
き
る
よ
う
な
汎
用
性

を
も
っ
た
施
設
を
模
索
し
た

い
。
ま
た
退
職
に
伴
う
調
理
員

不
足
が
続
い
て
い
る
が
、
南
中

寮
の
調
理
員
１
名
を
配
置
換
え

し
て
対
応
し
て
い
る
。
材
料
の

価
格
高
騰
に
つ
い
て
は
や
む
を

え
ず
１
食
あ
た
り
の
単
価
設
定

を
引
き
上
げ
た
も
の
の
、
子
ど

も
支
援
対
策
の
一
環
と
し
て
保

護
者
負
担
の
上
限
を
定
め
て
い

る
た
め
、
家
庭
の
負
担
増
に
は

な
っ
て
い
な
い
。

○
定
額
減
税
調
整
交
付
金

▼
佐
藤
議
員　

申
請
書
類
の
発

送
は
い
つ
頃
の
予
定
か
。

答

現
段
階
で
は
７
月
下
旬
か

ら
８
月
上
旬
の
発
送
を
考
え
て

い
る
。

※
定
額
減
税
調
整
交
付
金
と
は

６
月
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
定

額
減
税
の
恩
恵
を
十
分
に
受
け

ら
れ
な
い
場
合
（
定
額
減
税
し

き
れ
な
い
場
合
）
は
、
そ
の

分
が
交
付
金
と
し
て
支
給
さ
れ

る
。

●
契
約

◆
南
小
国
町
自
然
休
養
村
管
理

セ
ン
タ
ー
解
体
工
事

契
約
金
額　
　

８
７
７
８
万
円

契
約
相
手
方　

大
仁
産
業

主
な
審
議

▼
穴
井
秀
房
議
員　

予
定
価
格

を
公
表
し
た
理
由
は
。

答

ア
ス
ベ
ス
ト
の
撤
去
が
含

ま
れ
て
お
り
、
見
積
り
に
時
間

を
要
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
た

た
め
今
回
の
み
公
表
し
た
。

一般会計 主な補正予算 （万円）

水路転落防止柵設置・電線撤去 82

部分林地元交付金 96

定額減税調整給付金 3223

農業総務費講師謝礼 120

町道草刈り及び維持工事 450

間仕切り用シェルター等購入 112

旧グループホーム森園旧グループホーム森園
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問
　
具
体
的
な
事
業
計
画
の
中

身
は
。

町
長
　
今
後
10
年
間
事
業
を
推

進
。
ま
ず
は
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

の
熱
利
用
と
し
て
、
ペ
レ
ッ
ト

及
び
薪
ス
ト
ー
ブ
の
設
置
拡

大
。
湯
夢
プ
ラ
ザ
へ
の
バ
イ
オ

マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
導
入
の
検
討
調

査
を
行
う
。
役
場
及
び
Ｊ
Ａ
跡

地
に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
機

の
設
置
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
温
泉
館
き
よ
ら
で
の
木
質

ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
効
果
は
。

農
林
課
長　

導
入
前
と
比
べ
燃

料
費
は
令
和
４
年
度
実
績
で
、

年
間
80
万
円
減
少
し
て
い
る
。

問　

価
格
高
騰
の
中
で
、
材
料

と
な
る
木
材
の
供
給
・
確
保
は

大
丈
夫
か
。
町
有
林
の
伐
採
で

確
保
す
る
こ
と
も
考
え
て
は
。

農
林
課
長　

安
定
供
給
と
い
っ

た
点
で
は
、
模
索
苦
慮
し
て
い

る
。
町
有
林
の
活
用
も
検
討
が

必
要
。

問　

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
は
何

基
導
入
さ
れ
て
い
る
か
。
本
体

価
格
も
上
昇
し
て
い
る
し
、
ペ

レ
ッ
ト
燃
料
の
購
入
補
助
も
考

え
て
は
。

農
林
課
長　

小
中
学
校
を
除
い

て
48
台
の
設
置
を
確
認
し
て
い

る
。
購
入
設
置
補
助
を
30
万
円

に
上
げ
た
。
ペ
レ
ッ
ト
推
進
を

考
え
る
と
検
討
を
進
め
た
い
。

問　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

に
ど
う
繋
が
る
？

町
長　

小
型
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

施
設
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
平

時
は
施
設
へ
の
電
力
供
給
、
緊

急
時
は
施
設
及
び
非
常
用
バ
ッ

テ
リ
ー
と
し
て
避
難
所
へ
配
布

が
可
能
と
な
る
。
外
部
に
依
存

し
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
町
内

で
生
み
出
す
。

佐藤　毅　議員

Ｑバイオマス産業都市認定をうけ
て今後どうなる？

Ａ地域でエネルギーを生み出す取
組みをすすめる

問　

消
防
団
員
の
確
保
に
向
け

ど
の
よ
う
な
取
組
み
を
行
っ
て

い
る
か
。

町
長　

各
団
員
に
よ
る
勧
誘
が

主
で
消
防
団
の
行
事
の
際
に

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
放
送
や
広

報
誌
等
で
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て

い
る
。

問　

女
性
消
防
団
員
の
募
集
の

予
定
は
。

町
長　

他
町
村
の
状
況
を
把
握

し
、
ま
ず
は
ど
の
よ
う
な
目
的

で
発
足
さ
せ
る
の
か
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問　

団
員
の
待
遇
改
善
の
一
つ

と
し
て
特
別
報
酬
の
支
給
は
で

き
な
い
か
。

町
長　

特
別
報
酬
に
つ
い
て
は

条
例
の
改
正
が
必
要
で
あ
り
今

後
検
討
し
て
い
く
。

問　

各
地
区
で
取
り
組
ま
れ
て

い
る
防
災
士
の
育
成
は
で
き
な

い
か
。

町
長　

防
災
士
の
育
成
に
お
い

て
は
他
の
市
町
村
と
の
連
携
な

ら
ば
可
能
で
あ
る
。

問　

昨
年
度
よ
り
実
施
し
て
い

る
通
信
速
度
等
の
調
査
結
果

は
。

町
長　

町
内
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
サ
ー
ビ
ス
契
約
者
に
協
力
い

た
だ
き
調
査
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
各
地
区
利
用
者
の
多
い
少

な
い
に
関
係
な
く
支
障
が
出
る

ほ
ど
の
速
度
低
下
は
み
ら
れ
な

か
っ
た
。

問　

衛
星
通
信
等
の
導
入
の
予

定
は
。

町
長　

利
用
可
能
な
条
件
や
料

金
な
ど
を
考
え
る
と
衛
星
通
信

を
利
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
限
ら

れ
て
い
る
。
今
の
と
こ
ろ
大
々

的
に
導
入
す
る
計
画
は
な
い
。

北里　桂一　議員

Ｑ消防団の団員の減少に伴う今後
の対策は？

Ａ 
待遇改善などの検討を行う

Ｑ 
今後の通信網の整備は？

Ａ 
現在の通信環境を維持する

温泉館で使用しているチップ温泉館で使用しているチップ

消防団の辞令交付式消防団の辞令交付式
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問　

交
通
弱
者
等
の
買
い
物
救

済
事
業
と
し
て
開
始
か
ら
６
年

に
な
り
、
そ
の
成
果
と
課
題
を

伺
い
た
い
。
販
売
現
況
や
種
類

品
目
に
つ
い
て
も
伺
い
た
い
。

町
長　

買
い
物
困
難
者
や
高
齢

者
の
見
守
り
を
目
的
に
平
成
29

年
12
月
か
ら
営
業
を
開
始
し

た
。
巡
回
販
売
場
所
41
か
所
を

週
１
回
訪
問
し
、
販
売
品
は
冷

凍
の
肉
類
、
魚
類
、
菓
子
、
パ

ン
、牛
乳
、飲
料
水
、真
空
パ
ッ

ク
の
総
菜
や
日
用
品
を
販
売
し

て
い
る
。
ま
た
、
販
売
状
況
は

令
和
元
年
度
か
ら
４
年
度
は
順

調
に
増
加
し
た
が
５
年
度
は
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
５
類
移

行
し
若
干
減
少
し
た
。

問　

現
在
の
販
売
車
を
冷
凍
車

に
す
る
と
冷
凍
食
品
を
積
む
こ

と
で
料
理
メ
ニ
ュ
ー
の
幅
が
広

が
り
健
康
面
も
良
い
と
思
う
。

ま
た
販
売
場
所
を
地
区
の
状
況

を
見
て
増
や
し
て
ほ
し
い
。

農
林
課
長　

冷
凍
車
は
大
型
に

な
る
と
山
間
地
ル
ー
ト
の
関
係

上
難
し
い
。
販
売
場
所
を
増
や

す
こ
と
は
ニ
ー
ズ
調
査
し
検
討

し
た
い
。

Ｑ移動販売車を冷凍車にして販売
場所を増やせないか

Ａ 
ニーズの調査を行う

買い物を楽しみにしている町民買い物を楽しみにしている町民

後藤　六男　議員

Ｑ農業資材等高騰支援と農業公社
設立についてどう考えるか？

Ａ 
現場の声や有識者の意見が必要

問　

資
材
や
飼
料
、
運
送
料
等

の
高
騰
が
続
い
て
お
り
、
農
林

業
は
一
段
と
厳
し
い
現
状
。
農

業
基
本
法
が
改
正
さ
れ
、
食
料

の
安
定
的
な
供
給
に
つ
い
て
の

考
え
方
が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
だ

が
、国
の
対
策
が
決
ま
る
ま
で
、

町
か
ら
支
援
を
行
う
べ
き
で
は

な
い
か
。

町
長　

前
回
は
農
業
生
産
者
か

ら
の
要
望
を
踏
ま
え
補
正
予
算

で
対
応
。
今
回
は
現
場
の
要
望

が
無
い
為
今
の
と
こ
ろ
は
考
え

て
い
な
い
。

問　

要
望
が
あ
れ
ば
と
い
う
こ

と
で
良
い
か
？

町
長　

は
い
。
現
場
の
声
が
必

要
だ
と
思
う
。

問　

多
く
の
農
林
地
が
高
齢
者

に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
、
従
事
者

の
激
減
が
迫
っ
て
い
る
。
農
林

業
公
社
を
作
り
就
業
環
境
の
整

備
を
行
い
、
事
業
展
開
を
図
る

こ
と
が
継
続
の
為
に
は
必
要
。

農
地
、
林
地
を
守
る
こ
と
が
観

光
地
の
継
続
に
繋
が
り
町
の
存

続
に
も
繋
が
る
。
ま
た
、
町
長

か
ら
公
社
の
設
置
に
つ
い
て
は

「
南
小
国
町
の
農
業
を
考
え
る

協
議
会
」
の
意
見
を
踏
ま
え
る

と
の
回
答
を
得
て
お
り
、
３
月

の
協
議
会
時
に
様
々
な
意
見
が

あ
る
中
、
農
業
公
社
や
む
無
し

と
の
決
が
出
た
と
こ
ろ
で
あ
る

が
一
向
に
前
向
き
に
な
ら
な
い

の
は
な
ぜ
か
。

町
長　

農
林
業
の
振
興
は
最
重

要
課
題
、
農
業
公
社
に
よ
り
所

得
の
増
加
は
じ
め
農
業
の
好
循

環
に
つ
な
が
る
な
ら
検
討
す
べ

き
と
思
う
。
ま
た
協
議
会
員
の

中
に
も
温
度
差
が
あ
る
よ
う
に

思
え
る
。
公
社
を
含
め
て
ど
の

方
法
が
良
い
か
再
度
外
部
よ
り

有
識
者
を
迎
え
て
協
議
し
た

い
。

問　

昨
年
の
一
般
質
問
で
検
討

中
、
補
助
金
を
考
え
て
対
応
す

る
と
の
回
答
が
あ
っ
た
が
ど
う

な
っ
た
か
。
６
月
よ
り
電
気
代

４
割
の
上
昇
が
見
込
ま
れ
、
ま

た
災
害
も
い
つ
発
生
す
る
か
分

か
ら
な
い
状
況
で
あ
り
対
応
を

早
く
す
べ
き
、
補
助
金
も
含
め

た
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

町
長　

現
在
環
境
省
の
補
助
金

を
検
討
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら

調
査
、
計
画
策
定
を
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
に
依
頼
す
る
必
要
が
あ

る
。

穴井　秀房　議員

Ｑ役場庁舎等の太陽光発電計画は
どうなっている？

Ａ 
検討を進めていく

６年目をむかえた「きよら号」６年目をむかえた「きよら号」
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森永　一美　議員

Ｑ移動手段がない外国人にもタク
シー券を配布できないか

Ａ慎重に検討する。ライドシェア
も含め何ができるか考える

問
　
本
町
に

在
住
す
る
外

国
人
は
年
々

増
え
て
い
る
。

観
光
業
や
建

設
業
、
介
護

職
な
ど
に
就

業
さ
れ
、
町

の
経
済
と
福

祉
を
支
え
て

お
ら
れ
る
。

外
国
人
も
安

心
し
て
長
く

住
み
続
け
ら

れ
る
取
り
組

み
が
必
要
だ

と
思
う
が
、

町
の
考
え
は
。

町
長　

役
場
の
各
課
窓
口
に
翻

訳
機
を
導
入
予
定
。
発
送
文
書

を
分
か
り
や
す
く
す
る
な
ど
町

で
も
少
し
ず
つ
取
り
組
み
を
始

め
た
。
今
後
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
を
増
や
す
必
要
が

あ
る
。

問
　
本
町
で
働
く
外
国
人
向
け

の
観
光
ツ
ア
ー
を
や
っ
て
み
て

は
ど
う
か
。
本
町
に
は
美
し
い

観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
る
が
車
が

な
い
と
行
き
に
く
い
。
町
の
良

さ
を
体
感
し
て
も
ら
っ
て
は
。

町
長　

町
を
好
き
に
な
っ
て
い

た
だ
く
意
味
に
お
い
て
も
ツ

ア
ー
や
交
流
の
場
は
大
事
。
関

係
団
体
と
協
議
し
た
い
。

問
　
多
く
の
外
国
人
は
自
由
に

使
え
る
移
動
手
段
が
な
い
。
タ

ク
シ
ー
利
用
券
を
配
布
で
き
な

い
か
。

町
長　

タ
ク
シ
ー
会
社
さ
ん
の

対
応
が
可
能
な
の
か
慎
重
に
考

え
る
必
要
が
あ
る
。
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
も
勘
案
し
な
が
ら
何
が

で
き
る
の
か
考
え
た
い
。

問　

こ
れ
ま
で
町
民
の
皆
様
か

ら
の
陳
情
案
件
に
つ
い
て
は
各

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
採
決

さ
れ
た
も
の
が
い
く
つ
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
現
在
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
お
伺
い
し
ま

す
。

町
長　

建
設
課
関
係
で
は
過
去

12
年
間
で
11
件
あ
り
、
す
べ
て

終
え
て
い
る
も
の
が
６
件
あ
り

ま
す
。
残
り
の
５
件
は
熊
本
県

の
対
応
な
ど
本
町
だ
け
で
は
解

決
で
き
な
い
案
件
も
あ
り
ま
す

の
で
、
関
係
者
ま
た
県
と
も
協

議
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

問　

４
年
前
で
す
が
黒
川
の
自

治
会
を
中
心
に
入
湯
税
の
引
き

上
げ
の
陳
情
が
あ
り
ま
し
た

が
、
い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
あ
る

や
に
聞
い
て
お
り
ま
す
。
如
何

な
っ
て
い
ま
す
か
質
問
し
ま

す
。

町
長　

有
識
者
・
関
係
者
・
事

業
所
等
を
交
え
た
議
論
を
深
め

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

Ｑ過去議会で採決された陳情案件
はどうなった？

Ａ 
関係者との協議を進めていく

波居原交差点（完了）波居原交差点（完了）小田川（工事中）小田川（工事中）

下城孔志郎　議員
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問　

阿
蘇
の
草
原
は
農
業
の
営

み
や
観
光
、
そ
し
て
地
元
住
民

や
県
内
外
か
ら
訪
れ
る
人
た
ち

に
癒
し
を
与
え
る
な
ど
、
阿
蘇

を
代
表
す
る
景
観
の
一
つ
で
あ

る
。
し
か
し
こ
の
牧
野
を
管
理

し
て
い
る
組
合
員
の
減
少
が
目

立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
今

後
な
ん
ら
か
の
取
り
組
み
が
必

要
で
は
な
い
か
。

町
長　

環
境
省
に
よ
る
恒
久
防

火
帯
の
整
備
に
関
す
る
事
業
を

活
用
し
て
い
く
。
ま
た
阿
蘇
管

内
の
市
町
村
長
で
草
原
維
持
、

再
生
の
交
付
金
制
度
や
基
金
の

創
設
を
県
知
事
に
要
望
し
た
。

問　

現
在
の
野
焼
き
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
他
に
町
内
外
か
ら

も
募
集
し
て
は
。

町
長　

組
合
員
以
外
の
方
も
野

焼
き
に
参
加
で
き
る
仕
組
み
づ

く
り
な
ど
今
後
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。

※
恒
久
防
火
帯
と
は

防
火
帯
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な

ど
で
舗
装
し
、
作
業
道
や
周

遊
路
に
す
る
と
同
時
に
、
恒

久
的
に
可
燃
物
と
な
る
植
物

が
生
え
て
こ
な
い
よ
う
に
し

た
も
の
。

穴井　則之　議員

Ｑ 
町内牧野の維持管理は

Ａ 
恒久防火帯の整備などを考える

野焼きボランティア野焼きボランティア

問　

町
内
で
も
自
然
景
観
に
配

慮
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
開
発
が
必
要
か
と
思
う
が
。

町
長　

太
陽
光
発
電
や
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
に
よ
る
熱
利
用
、
太

陽
熱
温
水
器
の
設
置
の
補
助
事

業
な
ど
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
に
向
け
今
後
も
取
り

組
ん
で
い
く
。

問　

町
が
Ｓ
Ｍ
Ｏ
南
小
国
に
委

託
し
た
マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
の

成
果
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　

当
初
想
定

し
て
い
た
出
力
を
得
ら
れ
ず
、

各
家
庭
で
つ
か
う
だ
け
の
発
電

量
を
得
ら
れ
て
い
な
い
。

問　

水
道
管
の
減
圧
弁
に
発
電

施
設
を
取
付
け
発
電
す
る
方
法

や
、
下
水
道
の
処
理
水
を
利
用

し
た
発
電
方
法
も
あ
る
よ
う
だ

が
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　

減
圧
弁
を

活
用
し
た
発
電
は
初
め
て
聞
い

た
。
情
報
収
集
を
行
う
。

建
設
課
長　

下
水
道
に
関
し
て

は
以
前
、
処
理
場
の
電
力
確
保

の
試
算
を
行
っ
た
が
、
発
電
施

設
の
コ
ス
ト
に
見
合
わ
な
い
と

い
う
結
果
に
至
っ
た
。

井野　和哉　議員

Ｑ 
町内の水力発電の可能性は

Ａ今後も実証を続け、情報の収集
に努める

湯田のマイクロ水力発電施設湯田のマイクロ水力発電施設

輪地切りの風景輪地切りの風景
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総務文教常任委員会　　　　　　　　　　　
　総務文教常任委員会では、今年度の町の取り組みや政策の進捗状況などについて理解を
深めるため、５月 27 日（月）・29 日（水）に関係各課による所管事務のヒアリングを実施し
ました。（以下は主なヒアリングの内容を抜粋）

○総務課　　問：ＪＡ跡地の利活用は？　　
　　　　　　答：検討委員会で今年度中に方針を決めたいと考えている。
○福祉課　　問：「コドモン」の導入効果は？
　　　　　　答：保育園と保護者の連絡が簡単になり双方の負担軽減につながっている。
○町民課　　問：「スマート窓口」の具体的な内容は？
　　　　　　答：手続きを簡素化するシステムや外国人向けの翻訳機を窓口に導入する。
○教育委員会　　問：「ペッパーくん」導入後の状況は？
　　　　　　　　答：小中学生がＡＩの可能性を勉強する良い機会になっている。

経済建設常任委員会　　　　　　　　　　　　　　
　経済建設常任委員会では、４月 26 日（金）に３月定例議会に請願のあった「町道樋の口
吉の本線に関する陳情について」現地視察を行った。
　当日は経済建設常任委員５名と議会事務局長、建設課職員３名が樋の口地区世話人の３
名から、道路の状況と改良区間の現場を歩きながら説明を受けた。町道樋の口吉の本線は
南小国町樋の口地区から日田市上津江町吉の本までの総延長 2.7 ㎞余りで、県境から 1.6
㎞ほどは改良が終了しており、終了地点から樋の口寄りの 250 ｍの区間が今回の要望の箇
所であった。
現場はコンクリート舗装をされていたが、道幅も狭く傷
みも激しい状況で、側溝もなく雨水が道路を流れるよう
な現状で、経済建設常任委員会では採択が妥当であると
の結論に至った。
　また６月５日（水）には所管している建設課と農林課の
今年度の事業の取組みの説明を受け、進捗状況やこれか
らの事業への要望など、意見交換を行った。

保育園の連絡帳アプリ「コドモン」保育園の連絡帳アプリ「コドモン」 小中学校に導入されたペッパーくん小中学校に導入されたペッパーくん

現地調査の様子
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町村議会議長・副議長研修　　　　　　　   
　近年、地方議会では無投票や定数割れが増加し議員の “なり手不足” が深刻化している
ことから、下記のとおり有識者による講演が行われました。

日　時：令和６年５月 21 日（火）
場　所：東京国際フォーラム
テーマ：「町村議会議員のなり手不足に潜む３つの危機」
　　　　１）議員のなり手不足は「住民自治の危機」その打開の道を探る
　　　　２）ハラスメント－自治体議員が注意すべきポイント
　　　　３）将来の地方議会を担うのは誰か？

県関係国会議員への要望活動
　５月 22 日（水）は県内正副議長による県関係国会議員
への要望活動が開かれ、県及び各郡が掲げる要望の早期
実現へ向けた意見交換を行いました。

令和６年　議会日誌

５
　
　
月

14 町村議会議長研修会

18 南小国中学校体育大会

21・22 全国町村議会議長・副議長研修会

23 南小国町商工会総会

27 国道57号整備促進期成会総会

中九州・地域高規格道路推進期成会総会

27・29 総務文教常任委員会

31 南小国町防災会議

６
　
　
月

4 議会運営委員会

5 経済建設常任委員会

11～13 第2回定例会

13 議会広報調査対策特別委員会

22 ほこすぎ会

25 第2回臨時会

28 県庁阿蘇会

７
　
　
　
月

1 阿蘇広域行政事務組合臨時総会

2 小国地区防犯協会連合会総会

2 第74回社会を明るくする運動

10 議会広報調査対策特別委員会

総務文教常任委員会

18 議会広報調査対策特別委員会

19 県町村議会議長会監事会

23 常任委員長・議会運営委員長研修会

24～26 阿蘇市町村議会議長研修

25 中九州・地域高規格道路促進期成会総会

議会広報調査対策特別委員会

31 正副議長・常任委員長・議会運営委員長研修会

議会広報調査対策特別委員会

　令和６年７月 10 日役場にて熊本日日
新聞社編集局デジタル編集部データベー
ス担当部長の堀氏を講師に迎え、議会広
報委員、役場広報担当者に著作権の基礎
講座を開いていただきました。
　広報、ケーブルテレビにおいてのみな
らずＳＮＳ全盛の昨今、著作権や肖像権
は大変重要なものとなっており、一歩間
違えば大変な事態を招きます。今回研修
を受けた事を肝に銘じ、今後に活かして
参ります。
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例
年
に
比
べ
、
か
な
り
遅
い
梅
雨
入
り
と
な
り

大
雨
も
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
町
で
は
大
き
な

被
害
も
な
く
、
こ
の
議
会
だ
よ
り
が
発
行
さ
れ
る

頃
は
梅
雨
も
明
け
、
厳
し
い
暑
さ
が
続
い
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

こ
こ
数
年
、
雨
の
降
り
方
も
今
ま
で
に
な
い
よ

う
な
状
況
で
、
一
部
の
地
域
に
集
中
的
に
短
時
間

で
豪
雨
を
も
た
ら
す
よ
う
な
雨
の
降
り
方
で
、
こ

れ
ま
で
の
経
験
や
常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う

な
災
害
の
恐
れ
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
台
風
シ
ー

ズ
ン
に
向
け
て
、
情
報
に
気
を
配
り
な
が
ら
早
め

の
対
応
に
心
が
け
、
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が

ら
、
自
ら
の
命
を
守
る
よ
う
気
を
つ
け
て
い
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
３
年
、
こ
の
夏
は
パ

リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
予
選
会
や

選
考
レ
ー
ス
で
も
既
に
熱
い
戦
い
が
展
開
さ
れ
、

日
本
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
パ
リ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
も
新
た
な
感
動
、
伝
説
を
生
ん
で
く

れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
夏
、
暑
い
日
々
を
さ
ら
に
熱
く
し
て
く
れ

る
で
あ
ろ
う
選
手
た
ち
に
、
最
大
限
の
エ
ー
ル
を

送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
（
井
野
和
哉
）

　
　

発
行
責
任
者

　
　
　

議　

長　
　

井
上　

則
臣

　
　

広
報
調
査
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　

委
員
長　
　

森
永　

一
美

　
　
　

副
委
員
長　

井
野　

和
哉

　
　
　

委　

員　
　

穴
井　

秀
房

　
　
　

委　

員　
　

北
里　

桂
一

…
美
容
師
に
な
ら
れ
た
キ
ッ
カ
ケ
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　

高
校
生
の
時
に
髪
を
セ
ッ
ト
し
て
友
達
に

会
う
と
「
か
っ
こ
い
い
！
同
じ
よ
う
に
自
分

に
も
や
っ
て
」
と
言
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
友

達
の
髪
を
セ
ッ
ト
す
る
と
弾
む
よ
う
な
笑
顔

で
喜
ん
で
く
れ
る
の
が
嬉
し
く
て
美
容
師
を

目
指
し
ま
し
た
。

　

高
校
卒
業
後
に
福
岡
の
美
容
室
に
就
職

し
、
働
き
な
が
ら
美
容
師
資
格
を
取
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
美
容
師
の
経
験
を
重
ね
、
若

手
育
成
や
店
舗
運
営
な
ど
も
担
い
ま
し
た
。

気
が
つ
け
ば
美
容
師
歴
28
年
に
な
り
ま
す
。

…
南
小
国
で
開
業
さ
れ
た
経
緯
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　

自
分
の
店
を
構
え
た
い
と
思
い
物
件
を
町

外
で
探
し
て
い
ま
し
た
が
、
南
小
国
に
は
母

が
い
る
、
田
畑
も
家
も
あ
る
と
思
い
、
南
小

国
で
の
開
業
を
決
め
ま
し
た
。

　

南
小
国
で
開
業
し
て
、
と
て
も
良
か
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
お
客
さ
ん
が
ク
チ
コ
ミ

で
広
げ
て
く
だ
さ
り
、
お
陰
様
で
小
国
郷
に

住
む
た
く
さ
ん
の
方
に
来
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
お
客
さ
ん
か
ら
も
「
南
小
国
に
お
店

を
出
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て

も
ら
え
、
中
に
は
親
子
３
代
で
通
っ
て
く
だ

さ
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
有
難
い
で
す
。

…
夢
チ
ャ
レ
は
ど
う
で
し
た
か
？

　

夢
チ
ャ
レ
の
存
在
は
親
戚
が
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。
美
容
室
は
備
品
が
と
て
も
多
い
の

で
、
申
請
書
に
備
品
を
全
て
書
き
出
す
の
は

大
変
で
し
た
が
、
書
類
作
成
で
分
か
ら
な
い

こ
と
は
担
当
の
方
が
丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ

り
ま
し
た
。
町
が
開
業
を
応
援
し
て
く
れ
る

こ
の
制
度
は
と
て
も
有
難
い
で
す
。

…
美
容
室
に
訪
れ
る
機
会
を
子
ど
も
達
に

あ
た
え
て
く
れ
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。

　

小
学
生
が
「
き
よ
ら
仕
事
図
鑑
」
や
「
町

探
検
」
で
お
店
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
「
美

容
室
い
い
な
」
と
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し

い
で
す
し
、
子
ど
も
達
の
見
聞
を
広
げ
る
お

手
伝
い
が
で
き
る
な
ら
と
協
力
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
達
と
接
し
て
顔
を
覚
え
て

も
ら
え
る
と
、
子
ど
も
達
の
見
守
り
も
し
や

す
く
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
小
さ
な
町
で

す
の
で
、
地
域
み
ん
な
で
町
の
子
ど
も
達
を

育
て
ら
れ
る
と
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

取
材
・
撮
影
・
文
：
森
永
一
美

堀
ほりかわ

川　寿
ひさみつ

光さん
家族でＵターンし、美容室をオープン！
髪の施術で笑顔を増やすベテラン美容師

プロフィール
中湯田在住、２児の父。小国高校卒業後、県内外で美容師
の経験を重ねる。妻で美容師の千明さんと共に、町の夢
チャレンジ推進事業補助金（以降：夢チャレ）を活用し、
２０２２年２月に美容室「髪＋ PLUS」を開業。
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町探検で店を訪れた子ども達に

バリカンやマネキンを用いて美

容師の仕事を説明

顧客の年齢層は１歳から90代までと幅

広い。 小さい子どもさんも手際良く施術
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